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「在来線デジタル列車無線システム」の導入について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１． 「在来線デジタル列車無線システム」の導入経緯 

 
■ 首都圏の在来線で使用している列車無線については、国鉄時代の昭和60年より順次整備
拡大してまいりましたが、それら設備が経年20年を経過しており取替時期を迎えており

ます。 

■ 当社では、円滑な列車運行のために、列車の運行状況を常に把握し、ダイヤが乱れたとき
などに、乗務員と輸送指令員との間で「列車無線」による情報の収集や輸送指令からの指

示（通告）の伝達を行っています。 

■ 列車運行における情報収集やお客さまに対する案内情報のニーズが増大していることか
ら、これまで音声通話のみに対応していたアナログ方式の列車無線にかえて「在来線デジ

タル列車無線システム」を導入することにしました。 

 
２．「在来線デジタル列車無線システム」の導入効果 

 

在来線デジタル列車無線システムの導入により、使用可能な回線数が２回線から４回線と

なります。これにより、通話や多様なデータ通信を複数同時に行うことが可能となります。

また、デジタル無線の特徴を活かし、次のようなシステムを導入します。（一部システムは、

商用通信回線を使って実施中）       【別紙参照】 

 
■ 通告伝達システム 
これまでの音声通話による輸送指令からの指示（通告）を文字伝送で乗務員室にあるモニ

ター画面へ表示します。また、ダイヤの計画変更や災害時の速度規制がコンピューターから

直接乗務員に伝わり、迅速で確実な情報伝達を実現することで、列車ダイヤの早期回復を目

指します。 

○ 現在、列車運行における情報収集やお客さまに対する案内情報のニーズが増大してお

ります。これまで、首都圏在来線で使用している列車無線については国鉄時代の昭和

60年より順次整備拡大してまいりましたが、アナログ方式の列車無線のため、これら

のニーズに十分こたえることができませんでした。 

 

○ 今回、従来のアナログ方式の列車無線にかえて、音声の他、多様なデータ通信が可能

な「在来線デジタル列車無線システム」を導入することにいたしました。これにより、

トラブル発生時の早期対応など様々な面での業務支援が期待できます。 

 

○ 「デジタル列車無線システム」は、ＪＲの在来線としては初のシステムとなりますが、

平成１４年１１月に新幹線への導入実績があります。なお、本年 8 月２６日（予定）

より山手線において先行して導入し、首都圏の各線区へ順次導入してまいります。 



■ 運行情報システム 
中央総武緩行線、総武快速横須賀線、宇都宮線等の車両客室内表示器（ＬＥＤ）において、

現在、山手線、中央線等で行っているお客さまへの列車運行情報の提供を実施します。 

 
■ 車掌用ＡＴＯＳ情報システム 
乗務員室にあるモニター画面にＡＴＯＳ（東京圏輸送管理システム）導入線区内の列車在

線や遅延時分等の情報を表示し、車掌による乗換案内や異常時のお客さまへの情報提供の充

実を目指します。 

 

■ 車両故障情報伝送システム 
乗務員室にあるモニター画面上に表示されている車両故障情報を、指令や車両基地の端末

に伝送して表示することにより、車両故障発生時の復旧支援をより迅速且つ適確に行います。

（一部の新型車両に対応） 

 
３．「在来線デジタル列車無線システム」の導入範囲等 

  

■ 首都圏の主要線区に順次導入いたします。 
■ 本年８月２６日（予定）に山手線全線において、初めて導入いたします。（システムの一
部は機能検証を行ってから使用開始します。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

導入線区 工程 

7号線区
中央緩行、総武緩行、横浜、武蔵野、

青梅線

(215km)

6号線区
京浜東北線

(81km)

5号線区
横須賀、総武快速、八高、外房線

(183km)

4号線区
東北、中央急行、総武、成田、武蔵野、

東海道貨物線

(423km)

３号線区

東海道、常磐快速、高崎、東北貨物、

山手貨物、五日市、内房線

(375km)

2号線区
埼京、川越、常磐緩行、南武、相模、

鶴見、京葉、高崎線

(254km)

１号線区

山手線

(35km)
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(H19)

2009
(H21)

2008
(H20)

年度

線区

☆ 使用開始

☆

☆

☆

☆

☆

☆
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青梅線
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東海道、常磐快速、高崎、東北貨物、

山手貨物、五日市、内房線

(375km)

2号線区
埼京、川越、常磐緩行、南武、相模、

鶴見、京葉、高崎線

(254km)
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(H20)

年度
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☆

☆

☆

☆

☆

☆

凡例

１号線区

２号線区

３号線区

４号線区

５号線区

６号線区

７号線区

黒磯

勝田

熱海

新前橋

上総一ノ宮

君津

甲府

成田空港

久里浜

奥多摩

武蔵五日市

凡例

１号線区

２号線区

３号線区

４号線区

５号線区

６号線区
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黒磯
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新前橋

上総一ノ宮

君津

甲府

成田空港

久里浜

奥多摩

武蔵五日市



デジタル列車無線の特徴と効果

一斉放送回線

１回線通話回線

４回線

データ回線
（データ専用）

通話回線
（通話・データ共用）

アナログ方式 デジタル方式
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時間

輸送指令

通話１回線のため、輸送障害
時の状況確認、ダイヤ変更計

画の伝達に時間がかかる

【別紙１】
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旅
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Ａ列車

複数の回線を使用して、状況

確認・伝達に掛かる時間を短
縮し、早期復旧を目指す



データ通信を活用したシステムの概要
【別紙２】

運転台モニタ

指令室

車両故障情報伝送システム

車両に蓄積された機器の故障情報
を伝送

車両基地

運行情報システム

輸送混乱時の列車運行情報を
客室内表示器（LED等）に表示

車掌用ＡＴＯＳ情報システム

車掌にＡＴＯＳ区間内の列車在線・
遅延時分等の情報の提供

通告伝達システム

・ダイヤの計画変更
・災害時の速度規制
をモニタに自動表示

車両の故障状態を
把握

中継

車両故障時の復旧時間の短縮

輸送混乱時のダイヤ平復時間の短縮

・ダイヤ計画変更の連絡手配の短縮

・車両の故障状態を把握

車内のお客さまへ適切な情報提供

乗務員への迅速かつ確実な通告

○○線は大雨のため

駅名 新宿

折返変更

◆指令伝達情報 ◆

列番 ○○△△

受 領 確 認

記事

表題 ○月○日 △時△分

駅名 新宿

折返変更

◆ 指令伝達情報 ◆

内容 ○○列車⇒△△列車

受 領 確 認

表題 ○月○日 △時△分




